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一
般
質
問　

赤
嶺　

雅
和 

議
員

問 

本
町
の
特
定
健
診
の
受
診
率

は
ど
う
か
。
ま
た
受
診
率
を
上
げ

る
た
め
の
対
策
は
あ
る
か
。

副
町
長 

平
成
27
年
度
の
受
診
率

は
48
％
で
あ
る
。
受
診
率
を
上
げ

る
た
め
の
対
策
と
し
て
ナ
イ
ト

健
診
や
日
曜
健
診
を
行
っ
て
い

る
。
未
受
診
者
に
対
し
て
、
電
話

や
個
別
訪
問
、
広
報
車
に
よ
る
お

知
ら
せ
、
自
治
会
の
協
力
員
と
連

携
し
受
診
勧
奨
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

受
診
後
の
結
果
は
、
保
健
師
、
管

理
栄
養
士
が
個
別
に
訪
問
し
て
い
る
。

重
症
化
に
な
ら
な
い
よ
う
指
導
し

て
い
る
。
健
康
増
進
に
か
か
る
事

業
と
し
て
、
が
ん
検
診
や
骨
粗
し
ょ

う
症
検
診
、
は
り
、
き
ゅ
う
、
あ

ん
摩
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
施
術
費
の

助
成
を
行
っ
て
い
る
。

問 

特
定
健
診
や
長
寿
健
診
の
受

診
率
と
年
代
別
の
受
診
率
は
把
握

し
て
い
る
か
。

国
保
年
金
課
長 

特
定
健
診
の
受
診

年
齢
は
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
と
な

る
。
75
歳
以
上
は
長
寿
健
診
と
な
る
。

年
代
別
の
デ
ー
タ
は
ま
だ
出
し
て

い
な
い
。

問 

医
療
費
の
推
移
は
ど
う
か
。

国
保
年
金
課
長 

１
人
当
た
り
の
医

療
費
が
23
年
度
は
27
万
７
３
０
９
円
、

24
年
度
は
28
万
５
６
９
２
万
、
25

年
度
は
30
万
３
１
３
７
円
、
26
年

度
は
30
万
８
３
３
１
円
、
27
年
度

は
32
万
１
２
７
９
円
と
な
っ
て
い
る
。

子
ど
も
の
貧
困
問
題
現
状
は

問 

子
ど
も
の
貧
困
問
題
の
原
因

は
何
か
。

副
町
長 

県
が
公
表
し
た
子
ど
も

の
貧
困
率
は
29
・
９
％
で
あ
る
。

背
景
と
し
て
は
次
の
理
由
が
あ
る
。

①
産
業
振
興
の
遅
れ
、
失
業
率
が

高
水
準
で
推
移
し
た
こ
と

②
１
人
当
た
り
の
県
民
所
得
が
全

国
最
下
位
で
あ
る
こ
と

③
ひ
と
り
親
世
帯
の
出
現
率
が
高

い
こ
と

本
町
も
同
様
の
理
由
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
が
、
町
独
自
の
デ
ー
タ
は

な
い
。
不
適
切
な
養
育
環
境
や
虐
待
、

社
会
的
な
孤
立
な
ど
と
経
済
的
な

貧
困
が
結
び
つ
い
て
派
生
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。
本
町
で
は
子
ど
も

の
貧
困
が
次
の
世
代
に
連
鎖
し
な

い
よ
う
に
、
子
ど
も
元
気
支
援
補

助
員
を
２
人
配
置
し
て
い
る
。
支

援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
と
し
て
、
中
学
校
区
に

一
つ
ず
つ
子
ど
も
元
気
Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

を
設
置
し
対
応
し
て
い
る
。

特定健診の受診率
向上を
答　ナイト健診や日曜健診を行っている

赤嶺　雅和 議員

Ｈ 23 Ｈ 24 Ｈ 25 Ｈ 26 Ｈ 27

対象者数 5,673 人 5,723 人 5,770 人 5,758 人 5,585 人

受診者 2,697 人 2,568 人 2,776 人 2,702 人 2,681 人

受診率 47.5% 44.9% 48.1% 46.9% 48.0%

特定健診受診者数


